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身体障害、発達障害の理解教育の段階モデ、ノレの提案
I 問題の所在Eと目的
障害)型的i教育および指導は、発注段階に応じ
て系統的に進められるべきであり(徳 11， 
1995 ; 2005など)、これまで徳間 (1995)が示
した障害現併の 5段階を考慮した実践がなされ
てきた(jiJl宣伝・ 7K1 .石 IJl・松井， 2012;凶・
磁波， 2010;水野) 2005a; 2005bなど)。 な
お、徳1 (1995) は、「気づきの段、 r9:11識
化の段階J、[情緒的出fiJ干の段階j、「態度形成段
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i階j、「受谷1[ワ行動の段階j の 5段階を示し(表
1) 、 J-支 II?与に 1;f って学t押することで、 1!1，~ J~ll なく 11市
を進めることができると述べている。
しかし、どのような内容の教育をどの時期に、
どういった)1開平で行うことが障害恕仰の 5段階
を進める上で、有効であるのかについては、 i一分
に検討されてこなかった。また、それぞれの段
階で、どのような内容を取り入れる必要がある
のカミについて、 されなかっ そのため、
表 1 障害理解の発達段階(徳田， 1995を一部改編)
{第]段i培気づきの段階]
問先:のある人がこの 1会の11に作作していることに気づく段階である。この段階は隙害や障害児・者に対サーるファ
ミリアリティ(税しみ)向上の始まりと位置づけることができる。
[筑 2段i明 知識{ヒの段開]
J!予や機能の差 b'~ が J守つ意味を土n る段階である。そのためには自分の身体の機能を矢口り、また障害の151 問、症状、
障害者の/1:.泊、 I;tf害者に按する抜し方、エチケットやマナーなど、広範囲にわたる知識を得なくてはならない。
[第 3段階 'ilij ~:削<J 旦Il併の段階 i
第 2段!惜の知識化の段階と詑タIJされる段階である。障害児・者との直按l下Jな岐触(統合保育、統合教育、地域で
行われるイベント、 ITで1J!1然会うことなど)や!日1接的な接触(テレどや!決filなどの映像、書物、 j詩Iの大人の話な
ど)をiliして、 F:trtir者の clisability(機能而での的害)や handicap(社会的 tJ~ 痛み)を f こころで感じる段階j と
える。
[Êl~ 4段1;皆 態!支 }r~Jj比 J;支 |;iムワ
十分な第 2段階の午:官と第 3段階の体験をもったありJ4、i出切な認識(体験的裏付けを持った知識、陣容観)が形
成され、 llf己主者に対する)@II:'な態度が形成される段供与である。いったん態度が形成された後に、それを十Ii完寸るj陪
での学習と休!設が継続されて l 、き、態度はますますりgll~il なものになる。その際、 !~I 分の態度と認知的不 ItHl1 の関係
にえよる情報は'1望視されるので、かなり意!玄I(I(Jな情報jE供をしなし、と態度を変容させることはできない。
[出 5段階受容的行動のE¥:IY1H]
生出場iuでの受容、12'助行動の発JAの段階である。すなわち、自分たちの生活する社会i句集団(学校、クラブ、
会社、地 i域、組 i止のグループなど)に部書名が参加することを~~然のように受け入れ、また障害者に対する lJ1 JJ))fj
引が I~l 1';主に現れる段1¥きと 7ミえる。
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それぞれの実践者が単発的に教育を行うに過ぎ
ず、系統的に教育を行っているとは言えない状
況であった。
さらに、これまでの障害理解教育は、身体障
に関する理解教育が中心となって実践されて
きたが、発達障害のある子どもが地域の幼稚閥、
保育所、小中学校に在籍する割合が高くなって
いることから、発達障害に関する理解教育の充
実が強く求められるようになってきている(水
野・西館・徳田) 2012)。
ただし、身体障害に関する理解教育と発達障
害に関する理解教育には質的な相違があり、身
体i埠害に|認する理解教育の内容をそのまま発達
に適用することはできない。なぜならば、
身体障害のある人については、幼児であっても
比較的イメージしやすく、障害者像に大き
いがみられないのに対して、発達障害のある人
については、人によってイメージが異なり、障
害者像もさまざまであるためである。そのため、
に分けて、理解教育の段階
モデノレを構築する必要がある。
そこで本稿では、これまでの身体障害、
障害に関する理解教育の結果をもとに、身体|埠
、発達障害それぞれの理ニ解教育の段階モデ、ノレ
を構築し、提案したい。
E 身体障害に関する理解教青の段階
身体障害の理解に関する具体的な教育内容の
モデ、ノレを、 1~11 に示した。身体障害に関する理
解教育ではじめに教育する内容は、自分とは透:
う特徴がある人が世の中にいることを矢口り、親
しみを持つように促すことである。これは、障
害理解の 5段階のうちの第 1段階の「気づきの
段階j を意識した指導である。この指導は、幼
児期の子どもを想定している。
なぜ、このi時期!からの理解指導が必要である
かと言えば、幼児期の子どもは、徐々に自分と
他者との違いに気づくようになり、街の中で自
分とは違う特徴のある人を見たH寺に、違和感を
もったり、疑問を感じたりするようになる(芝
2 
日) 2011) ことがその背景にある。この際に、
視覚的に見慣れることによって、ファミりアリ
ティが高まり、違和感がなくなるのである。
また、幼児は「ご飯を残すと 15がつぶれる j
f机に登ると足が出がるj などの惑いことをす
ると障害者になるというしつけ言葉を日常的に
使われていたり (Mizuno& Tokuda， 2011)、「
し、行いをすると良いことが起こる」というハッ
ピー エンド、lこ慣れていたりするためj良い子に
していれば障害が治るJi障害者は思いことをし
たから治らなかった」と考えたりすることがあ
る(徳旧， 1997)。年齢が高くなれば、これら
の考え方が間違いであることは子ども自身でわ
かるようになるが、障害者に対ーする何となく持
った良くないイメージが残ってしまう。そのた
め、障害は永続すること、行動の善恕と|障害は
関係しないことの指導をし、障害:に関するネガ
ティブな印象を持たせないことが必要である。
その後、「障害者が使用するアイテム(
手話、車し吋ーなど)を紹介するとともに、その
アイテムはどのような人が使用するのかj を伝
えてし 1く。この内容は、年齢の小さな子どもた
ちがそのアイテムやそれを使用する障害者を想
像しやすいことから、関心を高く持ちやすく、
かつ持続する(石上・徳田)2003)ためである。
それに引き続き、 f障害があっても工夫をすれ
のない人と同じように生活できる」こと
を伝える。これは、子どもは「車し、オーのノ¥は自
分の力だけでは何もできないJi I~I が見I えない人
には、何でも手伝ってあげなくてはならないJ
などのように、障害者は自分でできることが少
ないととらえら~~している(7]<型子， 2005b) こと
を修正するためである。この内容を伝えること
によって、工夫をしたら自分たちと変わらない
ようにできることを認識させることができる。
その後、障害者と共に生きる社会をつくるた
めに必要とされる知識として「障害者が日常生
活で因ること」を具体的に知りながら、「
の生活上の工夫」を学んでし 1く。この段階では、
がiヨ常生活でl主|ること j を知首長として
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女1]るだけでなく、「もし、自分や身近な人がその
ような状況になった場合にどのように感じるかj
を具体的に考えるように導く。障害者は |ヨ常生
活のどのようなことに困り、周囲の人にどうし
てもらうと助かるのか、逆に迷惑なのか、さら
に環境がどうなっているとその不便が解消され
るのかを知るのである。ここでは、自分たちが
当たり前のようにできていることを障害者がで
きないことを知って、不公平感を持ち、 I~I 分た
ちの行動や環境を変えていかなくてはならない
とし 1う認識を形成するねらし 1がある。
具体的に障害者がどのようなことで困ってい
るのか、{可が苦手であるのかを子どもたちが学
んだ後は、 i[1章害者に対する援ljJ方法jを知るよ
うにする。たとえば、視覚障害者が道に迷って
いた場合に、どのように手引きをすればよいの
かといった、障害者が生活しやすくなるための
正しい援助の方法について実践を通しながら知
る。すなわち、「体験矢口j を得るのである。この
ような学びを通して、子どもたちは「障害者と
共に生きることに対する考え方」を深めていく
と考えられる。
E 発達障害に関する理解教育の段階
発達障害に関する迎!解教育の内容と段階のモ
テソレを 1~12 に示した。発達障害に関する理解教
育も身体障害に関する理解教育と同様に、|障害
理解の 5段階を意識して行う必要がある。
しかし、年齢の小さな子どもは発達障害のあ
る子どもを iI埠害のある子どもJとはとらえず、
fすぐに11いてくる A くんJiし¥つもおもちゃ
を独り占めする Bちゃんjなどのように個別に
考える(水内， 2005)。また、 発達障害のある
人は、それぞれが苦手とすることが大きく異な
り、 j司i羽の人に支援してほしいことのニーズに
1隔がある。 「目 の見えない人Ji車し吋ーに来って
いる人」と言えば、年齢の小さな子どもは、あ
る程度の共通したイメージを持つことができる
が、「発達障害:のある人j と言っても、子どもた
ちはイメージできない。
4 
これらのことから考えると、発達障害に|謁す
るJ!1I1(手指導はJ発達障害のある人とはどのよう
な特徴があるのか」を指導することから始める
のは適切ではないと言える。そこで、発達障害
の子どもの特徴を示す「梨空の子どもj を設定
し、その子どもと仲良く遊ぶためにはどのよう
にすればよいのかを子どもが考えられるように
導く指導が必裂となる。なお、!部容のない子ど
もが、発達障害のある二子どもについて疑問や違
和感、不公平であるという感情を持ちやすいケ
ースとしては、「友だちをすぐに1"-1し1たり、 Ii'Jf;Jメ
ついたりしてしまう子どもJr保育者の指示に従
わずに自分勝手な行動をしているように見える
子どもJrおもちゃや絵本を独り占めする子どもj
が主に挙げられる(水野・館、IJ・il_:i館・西キ、J-• 
大越・安心院・小野， 2013) ことから、架空の
子どもは、このような特徴のあるケースを示す
とょいと考えられる。
このような指導に加えて、「自分とは迷う特徴
のある人がいることを女nる」という「気づきJ
をすこどもたちに{jZしていく。 ここでは、上古己に
示したような疑問や違和感 不公平であるとい
う感情を持つ子どもだけでなく、 J感覚が敏感で
あったり鈍l惑であったりする子どもや、同じこ
とを繰り返し行っているこだわり行動がある子
ども、:急な変化に強いとまどいを感じてしまう
子ども、同1寺に二つ以上の動作を行うことが
手な子どもなど、周囲の子どもには目で見てわ
からない特徴のある子どもを紹介していくとよ
い。その際には、さまざまな特徴のある発達間
害のある子どもを扱った絵本が出版されている
(水野， 2010)ので、それらを使用すると指導
しやすし¥。
これらの指導をした上で、 igl分と異なる行動
をする人がなぜその行動をとるのかを知る」こ
とを伝える。ここでは、自分とは異なる行動を
する人に対する違和J誌をil霊滅することがねらい
である。 Tokuda，Mizuno & Nishidate (2012) 
は、 発達|障害のある人がなぜ障害のない人とは
異なる行動を見せるのかの理由を障害のない人
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水野智美・徳1克己
に説明すると、立j~ 1主!を聞く前に比べて、その行
動に対するとまどいが減り、許容J支が高まるこ
とを明らかにしている。そのため、 0) 
ある人の行動の耳目Ijご|について障害!ff:性を交えて
説明することが有効である。たとえば、授業!こ1:1
にじっと座っていることが苦手な子どもの仁ドlに
は、廊下や|鉾の部屋から間こえる雑音、校)廷に
いる人や外の景色、掲示物などに気をとられや
すく、授業に集中しようと思っていても、 I~I 分
の意思に反して身体が弱Jし1てしまう特{蚊がある
場合があることを説明するのである。
なお、この指導をする|捺には、発達障害のあ
る人と I~l 分との「共通する部分」と「異なる部
分」を感じられるように指導する。なぜ、「共通
する部分j に関する指導が必要であるかと言う
と、人と人との心理的な距離を近くするために
は、「共通する部分jを知ることが必要であると
言われているからである(戸野塚， 2001)。
この指導の中で「先生の指示を聞けないJrち
ょっとしたことで、いつも泣いているj といっ
た特徴のある人に対して、「自分も先生の話がわ
からなくて、 えてしまうことがあるJr初め
ての場所で、矢口らない人の中に一人でいなくて
はならなかったら、自分も不安になって泣きた
くなってしまう j などと共通する部分を見つけ
という I~l 分とは異なる部分に気づくように促す。
その後は、身体障害:の理解教育と同様に、 rI埠
日常生活で|韮|ること Jについて具体的に
女1り、どのような工夫をすることによってその
人たちが生f舌しやすくなるのか、どういった
助をすれば、その人たちが助かるのかを学んで
いく。ただし、発達障害のある人は、|ヨ 'tl吉生活
の仁1:1で{可に|主lり、民間にどのようにしてほしい
と考えているのかを自身で把握することが困難
である(榊原，2011)。そのため、周IJが発
のあるノ¥が困ること、そのi捺に iき分がどの
ように対応すればよいのかを知る必要がある。
たとえば、 iさII~引mての人は+111象的な話や長い話を
されると、内容を理解することがむずかしい。
しかし、具体的で、短い文章であり、かっ視覚
的な匝を交えて話をすれば、わかることが多
い。このような女IJf故を子どもたちがJ守つことに
よって、発達障害のある人と実|探に接する|捺の
とまどいがi怪j放される。
これらの教育を統合して、最終的に「同じ社
のー員として尊重し合う Jために自分はどう
すればよいのか、社会がどのように変わらなく
てはならないのかを考えられるよう
くことが必要になる。
いてい
るのである。これによって、自分とは違う特徴 文献
がある人を「ダメな人Ji困った人jなどと見下 石|二 . EI克己 (2003)富導犬に関する認識
して考えるのではなく、自分にも共通点がある
と感じ、身近な存在としてとらえることができ
る。
その一方で、子どもたちは自分ができること
を相手ができなければ f努力が足りなしリと
じたり、規則jを守れないことを一律に良くない
ことととらえてしまうことがあるいk野ら，
2012)。そこで、自分にできることを自分とは
異なる特徴のある人ができないことについて、
上記のように批判的にとらえるのではなく、 r:怠
けてやらないわけではない。その人なりにやれ
るようになるために努力をしているが、みんな
と同じようにできないことには、理由があるJ
6 
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Suggesting the Phase Model for the Education for 
Understanding Physical Disabilities and Developmental Disabilities 
1n this thesis， we structured a phase model for indicating the phase of education relating to 
understanding physical disabilities and developmental disabilities and what kind of steps they 
need to go th1'ough to lea1'n about them 
Education fo1' unde1'standing physical disabilities starts with 1'ecogniz幻ingtha t there are 
peopコ1ewho have di話fお1'entcharacteristics thar口1ourselves. Thenラ weteach them about“items 
used by people with disabilities and how they are used". Furthe1'mo1'e， they 1earn that“peop1e 
with disabilities can live the same way as people without disabilities". And then， they learn the 
specifics of “the t1'oub1esome matters for people with disabilities in a daily life" as the 
knowledge necessa1'y fo1' creating a society fo1' living with people with disabilities， and“c1'eative 
ways to live for peop1e with disabilities". After that， they learn the “assistance methods to 
help people with disabilities". Through this kind of 1earning， children think more about “the 
way of thinking on living with people with disabilities" 
In the education fo1' unde1'standing developmental disabilities， we make fictional character 
who has characteristic behaviors disp1ayed by children with deve10pmental disability， and have 
them think about how to interact with him. 1n addition to this inst1'uction， we promote the 
child1'en to "realize" that“there are people who have characteristics that are diffe1'ent f1'om 
them". After this inst1'uction， we let them know“why they display behavio1's that a1'e diffe1'ent 
from ou1'selves". After that， they learn the specific“matters that people with disabilities are 
troubled in daily livesぺandlearn about what kind of assistance would help them. By 
integrating those educations， we lead our students to think about“wha t they should do to be a 
member of the same society who respects one another" and how the society needs to be changed. 
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